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病気と賢くつきあう！！ 慢性疾患を知ろう
認知症⑤ 「薬の話」シ リ ー ズ

第 2

　アルツハイマー型認知症の治療では、症状の進行を遅らせる薬を使い、本人が少しでも長くその人らしく

暮らせるように支えること、そして家族の介護の負担を軽減することが治療の中心になります。

　最近、薬の種類が増えてきており、現在のところコリンエステラーゼ阻害薬とＮＭＤＡ受容体拮抗薬
とういう２つの薬があります。脳の中の情報を伝える神経細胞に働きかけます。それぞれ単独で使うことや、

一緒に服用することもできます。 虹のメッセージは3通でした。
ご意見をありがとうございました。

① お薬手帳に、先生の名前を入れてください。思い出すのに苦労しましたので。

② 外来のモニターに「今日のニュース」がありました。私の関心のあるものだったので、さすが

　 医療生協と思いました。これからも新しい工夫・情報発信を続けてください。

③ 先月の投稿で、２階のトイレが汚いとの件がありました。皆が体の具合が悪く来ています。私たちもきれ

　 いに使わせていただく心遣いが必要ではないでしょうか？

① お薬シールには処方した医師名を印字することができず、申し訳ありません。希望があれば医師名を記載
　 させていただきますので、お申し出ください。
② 外来モニターに関心をよせていただきありがとうございます。今後は支部や地域の活動状況等も積極的に
　 情報発信させていただきます。
③ ご意見をお寄せいただきありがとうございます。トイレ等の汚れにお気づきの際は、その場で遠慮なく
　 職員にお知らせいただければと思います。

内容

回答

虹のはこ虹のはこ虹のはこ

（薬剤師：永友　亜弥）

（事務：阿部　加菜）

通信通信ケアステーション うらしんうらしん ケアステーションうらしん
電話 048-833-7373

　訪問最初の頃、「今日は一人で来たのね」という言葉の裏にある「一人で大丈夫なのか…」といった利用者様の不安を感じ、

申し訳なく思うことが度々ありました。退室する際、「良かったよ。また宜しく」と言っていただき安心したことをよく覚えています。

利用者様、ご家族様、地域の方々にあたたかく見守られ、皆様からたくさんの元気をいただき一年過ごすことができました。ありが

とうございます。これからも宜しくお願いいたします。　　　　　　　　　　                                  　（訪問看護：鈴木　沙蘭）

　皆さん、浦和民主診療所にいらっしゃった時、玄関の案内や、

植木の手入れをされている方を見かけたことはありませんか。

また、浦診で健康診断を受ける際、たくさんの健診グッズや問診

票を渡されませんでしたか。実はその玄関案内や植木の手入

れ、そして沢山の健診グッズを用意してくださっているのは、

事業所ボランティア「なつつばきの会」の皆さんなんです！

　ボランティアの方々の活動は、様々な面で浦和民主診療所を

支えてくださっています。また、このような活動の他にも、年に

一度不要品を持ち寄って大きなバザーを開いたり、新年会を開

いて皆でおしゃべりしたりと、楽しみも沢山

あります。

「空いた時間を活用したい」「新しい仲間が

欲しい…」と感じている方はいらっしゃいま

せんか。『なつつばきの会』一同お待ちして

おります。興味のある方は浦診職員までお声

がけください。

コリンエスエラーゼ阻害薬
脳の神経細胞の神経伝達物質（アセチルコチン）が少なくなる状況を改善します。

ＮＭＤＡ受容体拮抗薬
神経伝達物資（グルタミン酸）の受け手である
ＮＭＤＡ受容体が過度に反応し、情報伝達が混乱、神経細胞が傷害を受けることを改善します。

◇副作用：食欲不振、嘔気、下痢や興奮、イライラ感

●アリセプト®・ドネペジル®（飲み薬）
●レミニール®（飲み薬）

●イクセロンパッチ®・リバスタッチ®（貼り薬）
　◇副作用：かぶれ

●メマリー®（飲み薬）　
　◇副作用：めまい、頭痛、催眠、食欲不振

事業所ボランティア事業所ボランティア

『なつつばきの会』紹介『なつつばきの会』紹介
おじゃましま～すおじゃましま～す
南風支部主催  『太極拳とストレッチ』

　この日はあいにくの雨模様にもかかわらず9名の方が参加され

ました。まずは体をゆるめることから始まりました。つま先から

頭のてっぺんまでたっぷり1時間、呼吸法を意識しながら、ツボを

『さする』『おす』『たたく』『のばす』ことでゆっくりと体をほぐして

いきます。「ここは冷えのツボ、ここはやる気が出るところ」と講

師の川上先生が優しくリードします。途中、筋力アップの動作も

入り、参加者それぞれご自分の状態に合わせて体を動かしていま

した。股関節のストレッチや肛門を閉める体操など、加齢に伴う不具合

を防止する運動も取り入れ、他にお相撲さんの『そんきょ』や五郎丸の

ポーズの指ヨガなど、多彩なメニューであっという間の1時間でした。

　発足から15年目になるとのことで、参加者の皆さんの体は驚くほど

柔らかでした。「腰痛や膝痛はまったくない」「頭痛や肩こりとも無縁」

と口々におっしゃっていました。忙しさを言い訳に体の不調や痛みを

薬でごまかしている筆者ですが、自分の体に向き合い大切する、こん

な時間を持ちたいと感じました。

　休憩をはさみ、いよいよ24式太極拳へ。少しかじったことのある

筆者も一緒に動きの列に加えていただきました。ゆったりした音楽と

動きに身を任せていると、じんわりとした心地良さに満たされ頭の中

は空っぽに。取材であることをすっかり忘れてリフレッシュさせていた

だきました。皆さんの落ち着いた表情が印象的な太極拳の会、体の柔

らかさがそのまま会の雰囲気につながっているように感じました。

　南風支部の皆様、取材を快くお引き受けいただき、ありがとうござ

いました。

組合員さんの活動の場に職員が出かけて
体験＆取材をするコーナーです。
組合員さんの活動の場に職員が出かけて
体験＆取材をするコーナーです。

第8回

（総務：大塚　利江子）

実施日時：毎週月曜日9:30～12:00　
場所：文蔵公民館　参加費：月1,000円　組織部・吉岡

　その他にも不眠症

状や幻覚など各症状

に対して効果のある

薬を診療時に処方さ

れるようになります。

（なつつばきの会　代表：矢部　愛子）

　私達｢なつつばきの会｣は、微力ですが

何かお役に立てればと活動しています。

男性の方も参加されていますよ。おしゃ

べりしたり、手芸をしたりと楽しいこと

もあり、年齢に制限もありません。あな

たもぜひ、参加してみませんか？


